
 
 

 
 
 
 

 10 ⽉です。そろそろ朝晩は肌寒くなってきましたね。体調管理にご注意ください。そんな今
⽉の法学類⽉報は法務研究科・尾島先⽣のエッセイ、⻑内先⽣（ゼミ）の⾦沢市条例企画⽴案研
修の報告、法学類 1 年⽣からの寄稿「⼊学からの半年を振り返って」をお届けします。 

 

◆◆教員エッセイ◆◆     第 34 回 尾島茂樹先生（法務研究科・民法）  

 私は、1994 年に⾦沢⼤学に赴任し、18 年間、勤務しました。その後、2012 年に名古屋⼤学
へ移りましたが、2018 年秋に⾦沢⼤学に戻りました。「出戻り」ですが 「新⼈」ということで、
私に法学類⽉報の原稿依頼が来たものと思います。この依頼を受け、何を書こうかと思案して
いたのですが、ちょうど⽇本私法学会の⼤会が開催される⽴教⼤学に出張することになってい
ましたので、これをネタにすることにしました。 
 ⽴教⼤学には、旧江⼾川乱歩邸が隣接しています。正式には 「江⼾川乱歩記念⼤衆⽂化研究
センター」という名前の施設となっています。 私は、いわゆるミステリ⼩説が⼤好きで、江⼾
川乱歩賞を受賞した作品は、発売時に購⼊して読むようにしています。もちろん、賞を受賞し
ても、その⼩説が本当におもしろいか、受賞者がベストセラー作家となるかは別問題です。私
は、江⼾川乱歩賞作家としては、初期の仁⽊悦⼦をはじめ、⻄村京太郎、⻫藤栄、和久峻三、
⼩峰元、栗本薫、井沢元彦、東野圭吾、真保裕⼀、池井⼾潤くらいまでは、その後の作品も含
めてかなり読みました。加えて、綾辻⾏⼈、有栖川有栖に代表される 「新本格」や森博嗣の初
期のシリーズ作品は、次作が待ちきれない感じで読んでいました。 
 この影響はコミックにも渡り、⾦⽥⼀少年の事件簿や名探偵コナンも楽しく読んでいます。
コナンは 「江⼾川コナン」と名乗っています。江⼾川乱歩
と、シャーロック・ホームズの⽣みの親、サー・アーサー・
コナン・ドイルの両者から採った名前です。また、最新映
画 「紺⻘の拳 （フィスト）」では、コナンはシンガポール
で 「アーサー・ヒライ」と名乗りました。アーサーは例に
よってコナン・ドイルからとっていますが、ヒライは？
ということで、写真の江⼾川乱歩邸の表札をご覧くださ
い。江⼾川乱歩の本名です。おあとがよろしいようで。次
号の先⽣にご期待下さい。 
 

 

    金沢市条例企画立案研修の開始にあたって  

 ⾦沢法学に赴任して以来、⾦沢市の条例企画⽴案研修の講師を担当していま
す。この研修は、毎年度、10 ⽉から 1 ⽉まで 4 か⽉かけて、4 グループがそれ
ぞれ条例案、施⾏規則案、政策企画書を作成し、研修最終⽇の成果報告会にて、
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●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp/category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 (n-kyomu@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

各条例に関係する部署の⽅を前に、スライドを使い説明し、質
疑応答を⾏うというものです。 
 私が、この研修を担当することになって以来、⾏政法ゼミの
3 年⽣も本研修に参加させて頂いており、学⽣のみんなも、市
職員の⽅とともに、公式研修以外にも市役所でグループごとに
討議をするなど、条例作成に熱⼼に取り組んでくれています。 
毎年度の事ではあるのですが、⻑丁場の研修であるにもかかわ
らず、ゼミ⽣も含め参加者は皆さん⾮常に熱⼼に取り組んでおられ、そのまま議会に提案しても
おかしくない、完成度の⾼い条例案を作成してくれています。 
 近年、地域の諸課題に対応するため、各⾃治体が、創意⼯夫に富んだ多様な条例を制定する例が
徐々に増えており、本年度もそうした中から、「タワーマンション規制条例」、「路上飲酒規制条例」、
「認知症⾼齢者賠償⾦負担条例」、「ユニバーサル就労条例」をピックアップし、市職員と⾏政法ゼ
ミ⽣の混成グループが、それぞれ完成度の⾼い条例案の作成に向け熱⼼に研究を進めています。 
                                 ⾏政法担当 ⻑内祐樹 
   

       入学からの半年を振り返って 

 ⼊学してから約半年が経ちまし
た。最近は吹く⾵が冷たくなり、
4 ⽉初旬の、まだまだ寒かった⾦

沢の春を思い出します。引っ越しの荷ほどき
をしたのがつい先⽇に感じられる程、あっと
いう間に過ぎた上半期でした。「⼤学⽣は暇だ」
なんていうことをよく⽿にしますが、実際に
⼤学⽣をやってみると結構忙しいです。講義
や、その合間を縫って参加する部活やサーク
ル、レポートやテスト勉強等、⽬の前の事を
こなすので精⼀杯でしたが、充実した毎⽇を
送ることが出来ました。 
 こうして半年過ごした中で、中学校や⾼校
と⼤学の間で、⼤きく異なると感じたことが

あります。それは、⾃分から⾏動を起こさな
ければ、得られるものは少ないことです。こ
れまでは、学校側からある程度のものが与え
られ、⽣徒はその範囲内で動いていれば良い
だけでした。⼀⽅⼤学では、履修登録から留
学等の様々な説明会まで、与えられた情報の
中から必要なものを⾒つけ出し、⾃ら次の⾏
動に移さなくてはなりません。 
 能動的に動くことは簡単なことではありま
せんし、失敗に対する不安も付きまといます。
しかし、学⽣である今にしか出来ないことも
沢⼭あるので、果敢に挑戦し、悔いのない⼤
学⽣活を送れるよう努⼒していきたいと思い
ます。        法学類１年 Ｙ．Ｎ．

 

 

 

 10 ⽉１⽇付で、横⼭智哉講師（政治コミュニケーション論）が着任されました。 
 

教員人事のお知らせ 


